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１ 開 会 １４時００分 

教育長から、「議題第２号」及び「議題第３号」については、個人

情報が含まれるものであることから、｢議題第４号｣については、後日

公表されるものであることから、非公開での審議が適当である旨の提

案がなされ、出席者全員で異議なく決定した。 

 

２ 前回の会議録の承認 

教育長から、令和６年度４月定例教育委員会の公開部分の会議録の

承認について諮られ出席者全員で異議なく承認した。 

 

３ その他 

 

◎ その他① 県立高校生の就職内定状況について 

 

 高校教育課長 

（資料に沿って説明）  

    説明は以上です。 

 

  教育長 

   この件に関して、御意見、御質問等ありませんか。 

 

  島原委員 

   県内就職率が６３％で安定していると言えるのでしょうか。企業

としては、もっと伸びてほしいと考えておりますので、更に高い数

値を目指してほしいと思います。 

   県内外の就職率については、実際は地域差や業種・業態の差が大

きいと思います。この就職内定状況のデータを導くための、地域ご

とや科目ごとなどの手持ちデータを見せていただくと、より詳しい

対策案について話合いができると思います。 

 

  高校教育課長 

   更に高い数値を目指してもらいたいというお言葉をいただき、あ

りがとうございます。平成２７年度に大きく県内就職率が落ち込ん

だことがあり、その時から就職支援エリアコーディネーターを配置

するなどしながら、継続的な取組をこれまでも行ってまいりまし

た。 

コロナ前は県内就職率が５９％ぐらいだったものが、ここ数年間

は６０％を超え、この３年間は６３％を維持している状況です。こ

れからも就職支援エリアコーディネーターの力を借りながら、更に
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伸ばしていきたいと考えております。 

地域差については、同じ工業系の学科でも学校によって、県内就

職率の差はあります。それが地域による差なのか、あるいは指定校

の推薦をいただいて、すでに自分たちの学校から先輩が県外に多く

出ているというつながりから、県外への就職を選ぶという場合もあ

るかもしれませんので、更に分析が必要であると考えております。 

   学科別については、数年間を分析した結果、県内就職率が高いの

は農業高校や商業高校、福祉が非常に高い状況となっております。 

 

  島原委員 

   その中でも、例えば農業で言えば畜産や作物など、工業系なら機

械や化学、建築など、分野によって就職率は異なると思います。地

域の企業や業界が各分野の就職率に注目して採用に動いてほしい

と思います。 

これからも採用難は続くと思いますので、就職支援エリアコーデ

ィネーターをとおしてかどうかは分かりませんが、地域差や学科別

などの情報を出しながら、学校と地域の企業や業界が一体となって

地域の宝を仕事につなげていくためにも、就職内定状況のデータを

どのように活用するのかということを考えてほしいと思います。 

 

  高校教育課長 

   調査方法が決められておりますので、どこまで詳細な調査になる

かということについては、今後も検討を重ねる必要があると思いま

す。就職支援エリアコーディネーターを通じながら、企業と学校が

連携することは大切な視点だと思いますので、より詳細な分析を重

ねていきたいと思います。 

 

  松山郁子委員 

   ２ページの宮崎労働局の資料について、求職者数と求人数が教育

委員会の対象と異なるという前提で出されていますが、教育委員会

の状況について調査する場合、今後、この資料をどういった視点で

活用するのでしょうか。 

求職者数に私立学校が入っているという点が違うと思いますが、

求人数で教育委員会でも公務員や縁故、自営が別枠で分析される予

定があるのか教えてください。 

 

  高校教育課長 

   宮崎労働局からの資料については、毎月発表されております。こ

の資料については、求人数の動きや私立学校も含めた県内外の採用
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先の状況を把握するために活用していきたいと思います。 

   縁故や自営については、今後、資料を提出することは考えており

ません。 

  

  松山郁子委員 

   県立学校や社会との状況を比較検討することはとても大事だと

思いますので、積極的に活用してほしいと思います。 

 

  高校教育課長 

   宮崎労働局や雇用労働政策課等の関係機関との連携はこれまで

も行っておりますので、今後も詳細な分析を行っていきたいと考え

ております。 

 

  栁委員 

   高校でキャリア教育や職業教育を盛んに行っている成果が出て

いると思いますが、小・中・高を含めて県全体で、キャリア教育を

進めているため、地元の企業と接する機会が増えてきていると思い

ます。就職先についてもよい影響が出てきているのか教えてくださ

い。 

 

  高校教育課長 

   キャリア教育については、幼・保・小・中・高の全てを縦につな

ぎながら実施しているところであります。 

   その中でも、地元の企業との関わりについては、キャリア教育の

活動の中で子どもたちが地域の大人と触れ合う、または、「よのな

か教室」において、仕事をされている方からの話を直接聞く機会を

とおして、職業観が養われてきていると考えております。 

   本課が行っている様々な取組の中で企業見学会というものがあ

り、高校１年生あるいは２年生が地域の企業を訪問し、取組等を見

せていただいておりますが、そのアンケートの中で、「今まで企業

の名前は知っていたが、どんな仕事をしているのか知らなかった。

もし採用されれば、そういった企業に勤めてみたい。」といった声

もあり、こういった取組をしっかり続けていきたいと考えておりま

す。 

 

  栁委員 

   小学校でも生活科で地域の探検を行い、様々な職種の企業等に触

れる機会があります。幼児期からキャリア教育を実施していくこと

で、高校生になった時点で、前の体験を振り返りながら新たな視点
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で企業等を見ることができ、企業等に対する親近感も違うと思いま

す。県が中心となりながら、市町村のキャリア教育支援センターも

増えています。時には、県が市町村と一緒に考えていくという姿勢

も感じられます。様々な企業の方を市町村でも発掘して、連絡をと

りながら職場体験等を行っていますので、今後も県と市町村で連携

を図りながら取組を続けていってほしいと思います。 

 

  高校教育課長 

   現在、１５の市町村、県では教育研修センター内にキャリア教育

支援センターがありますので、しっかりとつなぎながら事業を進め

ていきたいと考えております。 

 

  木村委員 

   就職については、コロナの影響で県内志向が強くなったと思いま

すが、今後はまた、県外志向が強くなるのか、どうなると考えてい

ますか。 

  

  高校教育課長 

   昨年５月にコロナが５類に移行して、県外就職の希望者が増える

のではないかと危惧しておりましたが、今回６３％台の就職率とい

うことで、大きな変化はありませんでした。コロナ前の令和元年度

は５９．１％が県内就職率でしたので、コロナ禍の間は県内就職率

が大きく伸び、コロナ５類移行後の令和５年度卒業生にも大きな影

響はありませんでした。しかしながら、また県外就職者が増えるの

ではないかという危惧もありますので、今後も、県内の企業の魅力

をしっかりと伝えていきたいと思います。 

 

  木村委員 

   賃金や環境など、県外を選ぶ理由は様々あると思いますが、子ど

もたちにとって県外で働く理由は漠然としており、それぞれの理由

はあると思います。「自分の余暇を充実させたいから県内がよい」

や「多くの人と触れあい、刺激がほしいから県外がよい」など、子

どもによって働く上での優先順位は違うと感じることがあります。 

   学校でも、子どもたちのニーズに応じて、県内にもこういう企業

があるよと指導してもらうと離職率も下がるのではないかと思い

ます。 

 

  高校教育課長 

   ある調査では、県外就職を選んだ理由の１つとして最も多かった



 - 6 - 

のは、「希望する職種や業種だから」という理由で、３５％の子ど

もたちが県外に就職しております。このような子どもたちにも、同

様の職種は県内にもあるのではないかということを学校の先生や

就職支援エリアコーディネーター等から働きかけていく余地はあ

ると思います。県内企業のよさや魅力をしっかり伝えることで、県

外から県内に目を向けていく機会になると思いますので、今後、取

り組んでいきたいと思います。 

 

  松山竜也委員 

   県内の就職率が６３．３％ということで、ここ数年、維持できて

いるのはよいことだと思いますが、昨今、熊本県に大規模の半導体

企業ができたことで、熊本県内の関連企業が隣県の優秀な人材を青

田買いしているという話も聞きます。本県にも優秀なＩＴ企業が多

くありますので、そのブームに乗り遅れることがないよう、人材育

成や教育支援等が必要だと思います。 

 

  高校教育課長 

   委員がおっしゃるとおり、私たちも心配しているところであり、

県外から様々な情報が来ております。しかし、県内にも新たにでき

る工場等もありますので、そういった情報をしっかりと伝えなが

ら、子どもたちに県内企業の魅力について、教育を進めていきたい

と思います。 

 

  松山竜也委員 

   就職内定状況の調査と併せて、その後の離職率の状況も気になる

ところです。若い方々が辞めないような努力を企業も行っています

が、離職した事情にも迫り、例えば、Ｕターンしてきた離職者から、

学校をとおして、県内の企業等を子どもたちに勧めていただくとよ

いのではないかと思います。 

 

  高校教育課長 

   離職者は全国的にも大きな問題であります。本県では、離職率は

微減ですが、まだまだ高い状況は続いております。離職の理由は様

々ありまして、マッチングがうまくいっていない、事業者での人間

関係がうまく築けないなどの原因があると思います。 

    離職を防ぐため、７名配置している就職支援エリアコーディネー

ターが県内の企業をまわり、企業の方と人間関係をつくり、就職し

た生徒の状況を聞き取り、心配な生徒がいた場合は、学校に情報を

伝えて、学校がその生徒と面接をしながら、離職につながらないよ



 - 7 - 

うな取組をしております。 

また、マッチングの段階で生徒のニーズを把握しながら就職支援

をしていきたいと考えております。 

 

  島原委員 

   県外企業を選ぶ理由について、ミスマッチが何らかの形で生まれ

る原因は、情報が正確に伝わっていないということが考えられま

す。就職先を考える際の基準を多く提示するということがとても大

事だと思います。 

   先生方や保護者みんなで考えると思いますが、給与やネームバリ

ュー、暮らし方など、御指導いただきたいと思います。 

   また、インターンシップの在り方についても問題があると思いま

す。地元の課題に対して自分事として関わっていく必要があると思

います。そうすることで、課題に対する当事者意識が生まれ、地元

に就職したいという思いに変わっていくと思います。職業体験で終

わらせず、企業の協力を得ながら、プロジェクトベースのインター

ンシップにしていく必要があると考えます。 

 

  高校教育課長 

   保護者への啓発は大切であると思います。就職支援エリアコーデ

ィネーターによる面接には、保護者にも同席してもらい、企業の魅

力を伝えております。 

また、雇用労働政策課が行っている取組の中には、保護者や生

徒たちに企業の魅力を伝える機会があり、例えば、ＰＴＡが集ま

る会に企業の方に来ていただき、企業の魅力を伝えていただいて

おります。 

    インターンシップの在り方については、しっかりと検討してい

かなければならない課題であります。地元の課題を自分事として

捉えることは探究的な学びの中で行っておりますが、就職指導と

探究的な学びを分けるのではなく、横断的に行っていきながら、

主権者としての意識を高めていきたいと考えております。 

 

  松山郁子委員 

   今の島原委員の御意見に質問があるのですが、プロジェクト的な

インターンシップについて具体的なテーマがあれば教えてくださ

い。 

 

  島原委員 

   業界で問題になっていることについて一緒に解決していくため
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にテーマを設けて、解決に向けたアイデアを出し合い、自分にでき

ることを考えていくという流れになります。 

   これまでは、職業体験で技術を学ぶということに重点が置かれて

いましたが、企業や業界が抱えている問題にどのように取り組んで

いくのかというテーマを設定して、一緒に解決していくという流れ

です。 

 

  松山郁子委員 

   高校教育課長が説明されていた、探究的な学びとつなげるという

ことと同じでしょうか。別のプロジェクトがあるというわけではな

いのですね。 

 

  島原委員 

   探究的な学びとつなげるということと同じです。ものづくりで言

うと、マーケティングをして社会の課題があり、商品を開発するな

ど民主的に解決していくということを一緒に考えていくという流

れを作ることになります。これまでは、最先端の機械の操作を覚え

るといったインターンシップが多かったですが、もっと仕事として

何を考えないといけないのかなどを理解していくためにも、マーケ

ットのことなどを考えさせていく必要があると思います。 

   地域の課題を知り、自分で解決していくということが重要だと思

います。誰かが解決してくれると思うのではなく、自分で解決しよ

うと思う人が生まれると思います。 

   企業は地域の課題を解決しようとして日々動いていますので、企

業が何をしているのかということをインターンシップで学んでも

らうということになります。 

 

  教育長 

   今、御指摘いただいたことは、産業教育の学科において、課題研

究というものがあり、これはまさしくプロジェクト型の学習で、例

えば、農業であれば、温度管理をどうしたら、どのように栽培でき

るのか、宮崎の風土を生かしたらどのように作れるのかなど、商業

であれば、商品開発を行うなど、今おっしゃったことに近い課題研

究を、全ての産業教育の学科で行っております。 

   一方で、普通科や普通科系の専門学科である理数科などにも課題

研究はあり、総合的な探究の時間を使って、地域の課題を学び、そ

の地域にある学校の学びが展開されていますので、インターンシッ

プと分けて考えるのではなく、インターンシップの中で探究的な学

びを入れてみてはどうかという御提案ですので、それぞれの垣根を
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越えて横串を入れて行っていくとおもしろいのではないかと思い

ます 

   例えば、佐土原高校ではソーラーカーやロボットについて熱心に

学んでおり、宮崎市内の普通科の高校生の中にも小学校の頃からロ

ボット研究をしている生徒がいますので、佐土原高校で一緒にロボ

ット開発をしてみてはどうか、あるいは、佐土原高校の生徒が宮崎

市内の普通科高校に行ってロボットの技術を一緒に磨き上げるな

ど、探究的な学びを広げていくというような横串を刺すような学び

が今後とも大事になってくると思います。 

 

  島原委員 

ロボットの要素を学ぶのではなく、何のためにロボットを使うの

かということから始まり、ロボットをどのように動かして問題解決

していくかということを考えるようにすると、自分の発案で、地域

の課題が解決できるということにつながっていくとよいと思いま

す。インターンシップと将来の就職がつながっていくという発想が

必要だと思います。 

 

  義務教育課長 

   小・中学校での取組については、ひなたの学びの「ひ」を設定し

た理由は、一人一人が問いをもつということの裏には、身近な地域

や社会の物事を自分事として捉える癖を、授業をとおして身に付け

させていきたいからです。 

なぜ、「な」の仲間となって学び合うのかということは、自分事

として捉えたことをどのように人とつながって解決していけばよ

いのかということを、授業をとおして作り上げてほしいからです。 

   「た」の高まるということについては、次の問いに対してどのよ

うにアプローチしていけばよいのかということになり、実は日常の

授業そのものがキャリア教育なんだという認識が大事であり、イン

ターンシップや職場体験が機能していくことにもつながると思い

ます。 

   ひなたの学びは、子どもたちの将来の姿を支える学びであるとい

うことを先生方にも改めてアプローチしていきたいと思います。 

 

  島原委員 

   キャリア教育は、高校になって行うものではなく、ずっとつなげ

て行っていくべきものであると改めて感じました。 
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教育長 

   よろしいですか。 

それでは、この件については、これで終わります。 

 

他に何かありますか。 

   

◎ 次回会議の日程等について 

 

教育長 

それでは、次回定例会は、６月 28日、金曜日、14時からとなっ

ておりますのでよろしくお願いします。 

      

      これより後、会議冒頭の決議により非公開とします。 

      傍聴者の方は、御退席をお願いします。 

      暫時休憩とします。           （１４：３８終了） 


